
星野リゾート 奥入瀬渓流ホテル（青森県・十和田）

～2017年5月1日～5月31日 新緑の奥入瀬渓流を自転車で散歩～

春のアクティビティ「渓流ポタリング」開催
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星野リゾート 奥入瀬渓流ホテルでは、2017年5月1日から5月31日まで、新緑の奥入瀬渓流を
ネイチャーガイドと共に自転車で散策するアクティビティ「渓流ポタリング」を開催いたします。

本リリースに関する報道関係からのお問合せ先 星野リゾート グループ広報
TEL：03-5159-6323 FAX：03-6368-6853 E-mail：pr-info@hoshinoresort.com

《自転車で青森を巡り楽しむ「サイクル・ツーリズム」に貢献》
近年、のんびりと自転車散歩する「ポタリング」が人気を集めています。ポタリングとは、「目的もな

くぶらぶらする・のんびりする」という意味の英語「putter」から生まれた和製英語です。奥入瀬渓流ホ
テル近くの国道102号線は、渓流沿いを走る絶好のサイクリングコース。当ホテルでは、その環境を活かし、
2014年より自転車を用いたアクティビティを実施してまいりました。今年は、ただサイクリングをするに
とどまらず、「奥入瀬の自然を知る」という要素を加え、本アクティビティを開発。新緑の奥入瀬渓流を
より深く楽しんでいただくとともに、青森県が取り組んでいる活動「サイクル・ツーリズム（自転車で青
森を巡り楽しむ）」にも貢献できればと考えております。

《奥入瀬渓流ホテルの「渓流ポタリング」とは》
早朝5時半にホテルを出発し、専用車で30分の場所にある十和田湖・子ノ口（ねのくち）へ向かいます。

子ノ口からは、ネイチャーガイドと共に、渓流沿いの緩やかな下り坂を自転車で散策。見どころスポット
を通り過ぎてしまうことなく、花や地形など、奥入瀬渓流の自然を知ることができます。

《 「渓流ポタリング」2つの特徴》
①どなたでも気軽に参加できる下り坂を活かしたコース設定
奥入瀬渓流とは、十和田湖・子ノ口から当ホテルが位置する焼山(やけやま)までを流れる川のことで、

全長約14km、高低差は200mあります。本アクティビティでは、子ノ口まで専用車でお連れし、ポタリン
グをスタートするため、上りなしの緩やかな下り坂のコースを楽しむことができます。

奥入瀬渓流 五両の橋付近
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「渓流ポタリング」概要
期間：2017年5月1日～5月31日
時間：5:30ホテル出発ー6:00子の口着・ポタリングスタートー8:00ホテル着
料金：4,320円(税込)
定員：6名
最少催行人数：1名
対象：宿泊者限定
申込：11月24日よりHPで予約開始 当日アクティビティデスクで予約も可能
申込期限：前日20:00まで
※天候により、開催期間や時間が変更になる場合がございます。

本リリースに関する報道関係からのお問合せ先 星野リゾート グループ広報
TEL：03-5159-6323 FAX：03-6368-6853 E-mail：pr-info@hoshinoresort.com

星野リゾート 奥入瀬渓流ホテル
日本屈指の景勝地・奥入瀬渓流のほとりに建つ唯一のホテル。八甲田から湧き出る温泉が溢れ
る露天風呂や、岡本太郎の巨大暖炉があるラウンジが癒しの空間を醸し出す。奥入瀬渓流が作
り出す上質な空間を滞在を通して演出いたします。
▶電話 :0570-073-022(星野リゾート予約センター)
▶住所 :〒034-0398 青森県十和田市大字奥瀬字栃久保231
▶アクセス:JR八戸駅・新青森駅から車で約90分(無料送迎バスあり・要予約)
▶部屋数 :189室 チェックイン15:00～/チェックアウト～12:00
▶宿泊料金:2名1室1泊2食付 お1人様あたり 18,500円～(税込・サービス料込)
▶ URL :http://www.oirase-keiryuu.jp/
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②ネイチャーガイドと共に走る
通常のサイクリングでは、歩くよりもスピードが速いため、見どころス

ポットを、いつの間にか通り過ぎてしまうことも多いそうです。でも、
のんびり走るポタリングなら、その心配はありません。本アクティビ
ティは、ネイチャーガイドが同行するため、見どころスポットで止まり、
そこに咲いている花や地形について話を聞くことができます。5月下旬に
は、新緑の淡い緑の中に鮮やかなツツジ咲き誇る、春ならではの景色が
見られます。1～6名の参加者に対して、ネイチャーガイドが1名付きます
ので、少人数のグループで新緑の奥入瀬渓流の自然をゆっくりと観察す
ることができます。

奥入瀬渓流ホテルでは、今後も奥入瀬渓流の魅力を伝える、さまざまなアクティビティプログラムを提
案して参ります。


